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課題名 無硝子体眼に発症した糖尿病黄斑浮腫に対する治療選択とその予後 

研究期間 実施許可日～2029年 3月 31日 

研究の対象 2012 年 4 月から 2026 年 1 月に当院で硝子体手術を受けられて、その後に糖尿病

黄斑浮腫を発症した患者さん 

利用する試料・情報の

種類 

☑診療情報（詳細：年齢、性別、視力，眼圧，眼底検査，糖尿病網膜症を発症

した時期、採血結果、内服歴、既往歴、手術歴、治療歴など） 

試料・情報の管理につ

いて責任を有する者 

旭川医科大学 学長 西川 祐司 

外部への試料・情報提

供 

☑多施設共同研究グループ内（提供先：旭川医科大学）（提供方法：個人情報

を匿名化し、個人が同定できないようにしたデータ） 

☑利用/提供予定日：（実施許可日から 1ヵ月後） 

研究組織 旭川医科大学病院 今野 杏美 ほか 

旭川医科大学病院 HP 

｢ 人 を 対 象 と す る 生 命 科 学 ・ 医 学 系 研 究 に 関 す る 情 報 公 開 」
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研究の意義、目的 糖尿病は慢性的な高血糖により、様々な血管・血流障害を引き起こす病気です。

中でも微小な血管の障害として網膜症、腎症、神経障害などを引き起こします

が、いずれにおいても患者さんの生活の質に大きく影響を与えます。糖尿病網

膜症が進行すると、血管内皮増殖因子(Vascular endothelial growth factor: 

VEGF)が増加し、新生血管という正常ではない血管が眼の中に増殖し失明に至

る危険性があります。また、糖尿病網膜症（Diabetic retinopathy: DR）の中

には糖尿病黄斑浮腫（Diabetic macular edema: DME）という急激な視力の低

下を引き起こす病気があります。抗 VEGF 薬を眼内注射することにより浮腫の

改善及び視力の回復が得られています。増殖糖尿病網膜症（Proliferative 

diabetic retinopathy: PDR）は最も重症な糖尿病網膜症ですが、経過中、硝

子体出血を生じて硝子体手術を行うことがあります。しかし、硝子体手術を行

うと、DME に対する抗 VEFG 薬注射の有効性が低下することが報告されていま

す。 

そこで我々は、硝子体手術を行った後に DME を発症した患者さんがどのよう

な治療を受けたのかを、他の施設と協力して情報を集めることで、硝子体手術

後の DME に対する適切な治療法を探索し、質の高い医療の提供につながると

考えます。 

硝子体手術を受けた後に、DMEを発症した患者さんの診療記録を集めて、どの

ような治療が行われたかを調べます。これらを調べることにより、最適な治療

法もしくは進行予防につながる可能性があります。 

研究の方法 当院眼科で 2012 年 4 月から 2026 年 1 月までに硝子体手術を受けられた患者

さんで、手術後に DME を発症し眼科の治療を受けられた方を対象としており

ます。以下に主な参加の条件を示します。ただし、担当医師が不適切と判断し

た患者さんは除きます。 

① 年齢が 20歳以上の方 

② 抗 VEGF 薬硝子体注射の適応疾患を認める（抗 VEGF薬硝子体注射を受ける

方） 

または、手術の必要な網膜硝子体疾患を認める（硝子体手術を受ける方） 

 

その他 なし 



お問い合わせ先 本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さ

い。ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障

がない範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお

申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患

者さんの代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、

下記の連絡先までお申出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じるこ

とはありません。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

旭川医科大学病院眼科 

所在地：旭川市緑が丘東 2条 1丁目 1番 1号 

研究責任者：眼科 助教 今野 杏美 

連絡先：電話（直通）0166-68-2543 

 


